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1 はじめに
国際化ドメイン名における漢字の扱いは、日本と中国とでは異なっている。
中国では、異体字にあたる漢字は同一視するというポリシー†を採用している。たとえば「堺.cn」

というドメイン名は、「界.cn」というドメイン名と同一視することになっており、同一の登録者に
割り当てられる。つまり、誰かが「堺.cn」を取得したならば、同時に「界.cn」もその人に割り当
てられるので、別の人が「界.cn」を申請できない。台湾も同様‡で、「堺.tw」と「界.tw」は同一
視される。
日本では、漢字は全て別のものであり、ドメイン名において異体字関係は存在しない、というポ

リシー§を採用している。たとえば「堺.jp」というドメイン名は、「界.jp」というドメイン名とは
別のものであり、それぞれ別々の登録者に割り当てられうる。すなわち.jpドメインと、.cnや.tw

ドメインとでは、異体字に関する運用が全く異なっているわけである。
このことが、.comドメインでは問題となった。たとえば、「堺.com」と「界.com」が同一視され

るべきか、という問題である。この問題に対しVerisignは、全ての異体字関係の論理和を取った上
で、異体字のどれかが登録された場合には、関係する異体字は全て登録できない、という運用を選
択した。たとえば「堺.com」が登録されたなら、その登録が生きている間は、中国の異体字関係に
よって「界.com」も登録できない。現実には、日本のドメイン名に異体字関係は存在しないので、
中国の異体字関係だけが生きてくることになるのである。これは日本にとって、はなはだ都合が
悪い。
さらに間の悪いことに、現在、トップレベルドメインに、国際化ドメイン名が導入されつつある。

たとえば「.堺」のようなトップレベルドメインを、今後どのように登録していくか、という議論
がすでに始まっているのだ。異体字関係を国際的に調整するための Integration Panelも設置¶され、
中国側では着々と準備が進められている。このままでは、トップレベルドメインの異体字関係にお
いても、.comの二の舞になりかねない。せめてトップレベルドメインにおいては、日本側の納得
のいくような異体字関係を定義したい。
となれば、日本側としても、日本の異体字関係を準備するしかない。そして、日本の異体字関係

と、中国の異体字関係とをぶつけることで、中国にとって困る部分は日本側も取り下げ、同様に、
日本にとって困る部分は中国側にも取り下げてもらう。そういう方法でしか、互いにそこそこ納得
のいくような異体字関係は、定義できないように思えるのだ。しかし、そんなことが本当に可能だ
ろうか。

∗京都大学人文科学研究所附属東アジア人文情報学研究センター
†http://www.iana.org/domains/idn-tables/tables/cn_zh-cn_4.0.html
ただし中国では、ドメイン名に使用できる漢字を、GB 2312、GB/T 12345、HKSCS、BIG5等に制限している。
‡http://www.iana.org/domains/idn-tables/tables/tw_zh-tw_4.0.1.html
ただし台湾では、ドメイン名に使用できる漢字を、BIG5、HKSCS、GB/T 12345、GB 2312等に制限している。
§http://www.iana.org/domains/idn-tables/tables/jp_ja-jp_1.2.html
ただし日本では、ドメイン名に使用できる文字を、第一・第二水準漢字、ひらがな、カタカナ等に制限している。
¶http://www.icann.org/en/news/announcements/announcement-06sep13-en.htm



2 「堺」は「界」の異体字なのか
2.1 日本における「堺」と「界」

JIS C 6226-1978の 26-70「堺」には、異体字は付記されていなかった (上図)。すなわち、1978

年の時点で JISは、「堺」と「界」が異体字関係にあるとは考えておらず、その後の 1983年改正・
1990年改正でも同様の扱いだった。ところが 1997年改正において、26-70「堺」に、参考区点とし
て 19-06「界」と 65-24「畍」が付記された (下図)。これは『新字源』が、「堺」と「界」と「畍」
を異体字だとみなしていたからである。この結果、最新の JIS X 0208:2012においても、「堺」と
「界」と「畍」が異体字関係にあるとみなされている。

これに対し国語審議会は、2000年 12月 8日答申の『表外漢字字体表』に、あえて「堺」を収録
した。この点に関し、『表外漢字字体表』の前文は、以下のように解説している。

常用漢字及び常用漢字の異体字は対象外としてあるが，常用漢字の異体字であっても
「阪（坂）」や「堺（界）」などは対象漢字とした。これらは使用頻度も高く，既に括弧
内の常用漢字とは別字意識が生じていると判断されることを重視して対象漢字として残
したものである。

これを受けて法制審議会は、2004年 9月 8日答申の『人名用漢字の範囲の見直し (拡大)に関する
意見』で、「堺」を人名用漢字に追加するよう答申した。同年 8月 13日の法制審議会人名用漢字部
会の議事録から、議論の様子を拾ってみよう。

表外漢字字体表では大阪の「阪」だとか「堺」というのは，本来は常用漢字の異体なん
だけれども，もう別字意識があるからとして別に掲げているわけですから，(中略)「阪」
だとか奇蹟の「蹟」などはむしろ人名用漢字として別字で，その判断は表外漢字字体表
に従ったのだとすれば，その方がむしろ世の中には分かりやすいのかなと感じます。



この結果、少なくとも人名用漢字において「堺」と「界」は別字であり、たとえば長男と次男に、
それぞれ「堺」「界」という名を付けることができる∗。あるいは、「堺」という名を「界」に改名
するためには、家庭裁判所の審判を必要とする†。「堺」と「界」は別字だとする考え方は、人名用
漢字から戸籍全体に波及しており、現在、戸籍統一文字‡の 060320「堺」には、「親字・正字」など
の異体字情報は付与されていない。
乱暴にまとめると、現在の JISは「堺」と「界」を異体字だとみなしているが、法務省の戸籍行

政は「堺」と「界」を異体字だとみなしていない、ということである。

2.2 中国における「堺」と「界」
IANAに登録されている.cnドメインの異体字情報§には、U+583A「堺」に関して、以下の 3つ

のエントリーが含まれている。

　 U+583A(0);U+754C(3);U+754C(3),U+754D(3)

U+754C(0);U+754C(5);U+583A(3),U+754D(3)

U+754D(0);U+754C(3);U+754C(3),U+583A(0,3)

U+583A「堺」と U+754C「界」と U+754D「畍」が、中国においては異体字関係にあることが示
されており、その根拠として、以下の (3)が用いられているわけである。

(0) Unicode 3.2

(1) A Complete Set of Simplified Chinese Characters 『簡化字総表』
(2) Chinese Variants Collation Table 『第一批異体字整理表』
(3) Chinese Big Dictionary 『漢語大字典』¶

(4) Chinese Relationship Table for Unihan Project

(5) GB2312

(6) General Table for Modern Chinese 『現代漢語通用字表』
(7) International Chinese Standard Big Dictionary 『国際標準漢字大辞典』
(8) Unihan Database

(9) BIG5

実際、『漢語大字典』の「堺」は以下のとおりであり、これに従えば、「堺」と「界」と「畍」が異
体字だと判断するのは当然のことだろう。

∗これとは対照的に、たとえば長男に「嶋」という名を付けてしまうと、次男に「島」という名を付けることは (分
籍しない限り)できない。「嶋」と「島」が、人名用漢字の異体字だからである。

†これとは対照的に、「嶋」という名を「島」に改名する場合は、役所への届出だけで十分である。
‡http://kosekimoji.moj.go.jp
§http://www.iana.org/domains/idn-tables/tables/cn_zh-cn_4.0.html
¶内容をチェックした限り、『中文大辞典』ではなく『漢語大字典』(通常 “Grand Chinese Dictionary”と訳す)



2.3 日本と中国の「堺」と「界」
ここまでを考えると、中国が「堺」と「界」を異体字だとみなしているのは、それなりに理由の

あることであり、もっともだと言える。一方、日本の戸籍行政において、「堺」と「界」を別字だ
とみなしているのは、これはこれで理由のあることなのだが、現状では、その議論が中国側に全く
伝わっていない。
そこで、日本の戸籍行政における異体字関係を、何とか中国側に伝えるべく、筆者は、戸籍統一

文字の「親字・正字」関係に、UCSを付加することを試みた。060320「堺」と 244180「界」に関
する結果を、以下に示す。

　 045770(U+20DDF) -> 244180(U+754C)

060320(U+583A)

108450(U+2232F) -> 244180(U+754C)

244190(U+754D) -> 244180(U+754C)

473540(U+28EAC) -> 244180(U+754C)

中国の異体字関係と合わせて、以下に図示する。日本の異体字関係は点線で、中国の異体字関係は
破線で、両方の異体字関係があるものは実線で示している。

「界」と「畍」の異体字関係については、日本と中国で合意可能であることが、一瞬で見て取れる。
一方、「堺」に関しては、中国の異体字関係を、できれば日本としては取り下げてほしい、という
ことを伝えやすくなると思う。

3 日本の異体字と中国の異体字
前章に示した方法で、日本の異体字 (戸籍統一文字由来)と中国の異体字 (.cnドメイン由来)を、

もう少し、例を挙げて比較してみよう。

3.1 日本の異体字と中国の異体字が互いに問題となる場合
3.1.1 「弁」と「辨」と「釆」

日
本

001620(U+200A0) -> 455240(U+91C6)

026630(U+529E) -> 437080(U+8FA6)

036990(U+20B5B) -> 108440(U+5F01)



108810(U+2234D) -> 108440(U+5F01)

108930(U+22359) -> 108440(U+5F01)

108940(U+22358) -> 108440(U+5F01)

224030(U+3E24) -> 437100(U+8FA8)

240230(U+74E3) -> 108440(U+5F01)

401860(U+46D2) -> 437310(U+8FAF)

401910(U+279AA) -> 437310(U+8FAF)

405590(U+27A75) -> 437310(U+8FAF)

405900(U+27A94) -> 437100(U+8FA8)

410210(U+27B80) -> 437310(U+8FAF)

437090(U+8FA7) -> 437100(U+8FA8)

437100(U+8FA8) -> 108440(U+5F01)

437310(U+8FAF) -> 108440(U+5F01)

437320(U+2843E) -> 437100(U+8FA8)

中
国

U+529E(0);U+529E(1,3);U+8FA6(1,3),U+8FA8(1,3),U+8FA7(1,3),U+91C6(1,3,4)

U+5F01(0);U+5F01(5);

U+74E3(0);U+74E3(5);

U+8FA6(0);U+529E(1,3);U+529E(1,3),U+8FA8(3),U+8FA7(3),U+91C6(3,4)

U+8FA7(0);U+8FA8(3);U+8FA8(3),U+529E(1,3),U+8FA6(0,3),U+91C6(3,4)

U+8FA8(0);U+8FA8(5);U+8FA6(3),U+8FA7(3),U+91C6(4),U+529E(1,3)

U+8FA9(0);U+8FA9(1,3);U+8FAF(1,3)

U+8FAF(0);U+8FA9(1,3);U+8FA9(1,3)

U+91C6(0);U+8FA8(4);U+8FA8(4),U+529E(1,3,4),U+8FA6(0,3,4),U+8FA7(3,4)

日本の「弁」の異体字関係 (特に「辯」「辨」「瓣」)は、中国側には、かなり受け入れがたいもの
になっているように思える。一方、中国の「釆」の異体字関係は、日本側には受け入れがたい。こ
れらの異体字関係については、日本・中国の双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だ
けを残すべきだろう。

3.1.2 「藝」と「芸」と「蕓」

日
本

279230(U+79C7) -> 367110(U+85DD)

282740(U+25869) -> 367110(U+85DD)

351760(U+26C5A) -> 343560(U+82B8)



356960(U+84B7) -> 361870(U+8553)

357970(U+84FA)

366520(U+85DD) -> 342680(U+82B8)

中
国

U+517F(0);U+827A(4);U+827A(4),U+85DD(4),U+84FA(3,4)

U+827A(0);U+827A(1,3);U+84FA(3),U+517F(4),U+85DD(1,3)

U+82B8(0);U+82B8(1,3);U+8553(1,3)

U+84FA(0);U+827A(3);U+827A(3),U+517F(0,3,4),U+85DD(3,4)

U+8553(0);U+82B8(1,3);U+82B8(1,3)

U+85DD(0);U+827A(1,3);U+517F(4),U+827A(1,3),U+84FA(3,4)

「芸」に関する異体字関係は、日本と中国とで全く異なっている。日本では「芸」は「藝」の異
体字だが、中国ではこれらは別字である。中国では「芸」は「蕓」の異体字だが、日本ではこれら
は別字である。すなわち、日本と中国とで、「芸」の異体字関係は矛盾してしまっており、これら
を同時に満たすようなうまい方法は存在しない。かくなる上は、日本・中国の双方が譲って、「芸」
を全くの独立字とみなし、「藝」からも「蕓」からも異体字関係を切り離すしかないだろう。

3.1.3 「笑」と「关」と「關」

日
本

017070(U+5173) -> 289580(U+7B11)

041700(U+54B2)

047180(U+35DB) -> 289580(U+7B11)

164830(U+3B53) -> 468520(U+959E)

289760(U+25B07) -> 289580(U+7B11)

468440(U+28CF9) -> 470480(U+95DC)

470370(U+95D7) -> 470480(U+95DC)

470390(U+28D9A) -> 470480(U+95DC)

470480(U+95DC) -> 468700(U+95A2)

中
国

U+5173(0);U+5173(1,3);U+959E(3),U+95A2(3),U+95D7(3),U+95DC(1,3)

U+54B2(0);U+7B11(2);U+7B11(2)

U+7B11(0);U+7B11(5);U+54B2(2)

U+959E(0);U+5173(3);U+5173(3),U+95A2(3),U+95D7(3),U+95DC(1,3)

U+95A2(0);U+5173(3);U+5173(3),U+95DC(3),U+959E(3),U+95D7(3)

U+95D7(0);U+5173(3);U+5173(3),U+95DC(3),U+959E(3),U+95A2(3)

U+95DC(0);U+5173(1,3);U+5173(1,3),U+95A2(3),U+95D7(3),U+959E(1,3)



「关」の異体字関係は、日本と中国とで全く異なっている。日本では「关」は「笑」の異体字だ
が、中国では別字である。中国では「关」は「關」の異体字だが、日本では別字である。まあ、こ
れに関しては、日本だけが譲って、「关」と「笑」の異体字関係を切り離すだけでもいいような気
がするが、だったら日本としては、むしろ「笑」と「咲」の異体字関係を切り離してもらうべきだ
ろう。

3.1.4 「乾」と「干」と「幹」

日
本

002370(U+4E79) -> 002460(U+4E7E)

002550(U+4E81) -> 002460(U+4E7E)

002580(U+20104) -> 002460(U+4E7E)

002640(U+2010A) -> 002460(U+4E7E)

002650(U+2010B) -> 002460(U+4E7E)

003020(U+4E8D) -> 103670(U+5E72)

172420(U+69A6) -> 103920(U+5E79)

173230(U+23612) -> 172420(U+69A6)

185470(U+23996) -> 002460(U+4E7E)

204780(U+6F27) -> 002460(U+4E7E)

473420(U+28EA9) -> 002460(U+4E7E)

中
国

U+4E7E(0);U+4E7E(1,3),U+5E72(1,3);

U+4E81(2),U+5E72(1,3),U+6F27(3),U+5E79(1,3,4),U+69A6(1,3,4)

U+4E81(0);U+5E72(4);

U+4E7E(2),U+5E72(4),U+6F27(2,3),U+5E79(1,2,3,4),U+69A6(1,2,3,4)

U+4E8D(0);U+4E8D(5);

U+5E72(0);U+5E72(1,3,4);

U+4E7E(1,3,4),U+4E81(4),U+5E79(1,3,4),U+69A6(4),U+6F27(1,3)

U+5E79(0);U+5E72(1,3);

U+5E72(1,3),U+69A6(2,3),U+4E7E(1,3,4),U+4E81(1,2,3,4),U+6F27(1,3,4)

U+69A6(0);U+5E72(4);

U+5E72(4),U+5E79(2,3),U+4E7E(1,3,4),U+4E81(1,2,3,4),U+6F27(1,3,4)

U+6F27(0);U+4E7E(3);

U+4E7E(3),U+4E81(2,3),U+5E72(1,3),U+5E79(1,3,4),U+69A6(1,3,4)



日本としては、「乾」と「幹」が「干」を介して異体字となるのは、いくらなんでも困る。一方、
中国としては、「干」と「亍」は別字だと考えているようだ。これらの異体字関係については、日
本・中国の双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だけを残すべきだろう。

3.1.5 「卓」と「桌」と「櫂」

日
本

029930(U+352C) -> 031810(U+5353)

029980(U+2091A) -> 031810(U+5353)

030030(U+2091E) -> 031810(U+5353)

030040(U+2091F) -> 031810(U+5353)

100650(U+2209A) -> 031810(U+5353)

100720(U+220A6) -> 031810(U+5353)

166310(U+684C) -> 031810(U+5353)

169120(U+68F9)

173310(U+69D5) -> 031810(U+5353)

339910(U+4472) -> 178740(U+6AC2)

中
国

U+5353(0);U+5353(5);

U+684C(0);U+684C(5);U+68F9(3),U+6AC2(2,3)

U+68F9(0);U+68F9(5);U+684C(3),U+6AC2(2,3)

U+6AC2(0);U+68F9(2,3);U+68F9(2,3),U+684C(2,3,5)

「桌」の異体字関係は、日本と中国では異なっている。日本では「桌」は「卓」の異体字だが、
中国ではこれらを別字として扱いたいらしい。一方、中国では「桌」を「棹」や「櫂」の異体字と



しているが、日本では「桌」や「棹」を「櫂」の異体字だとみなす文化はない。その意味では、日
本・中国の双方が譲って、「桌」を独立字だとみなし、「卓」からも「櫂」からも、さらには「棹」
からも、異体字関係を切り離すべきだろう。

3.1.6 「衝」と「沖」

日
本

019310(U+51B2) -> 194470(U+6C96)

116100(U+2259C) -> 387460(U+885D)

197620(U+6D7A) -> 194470(U+6C96)

214900(U+2422D) -> 387460(U+885D)

256920(U+76C5)

275340(U+794C)

387660(U+27602) -> 387460(U+885D)

388140(U+8876)

中
国

U+51B2(0);U+51B2(1,3,4);

U+6C96(3,4),U+794C(3),U+885D(1,3,4),U+8876(4),U+76C5(3,4)

U+6C96(0);U+51B2(3,4);

U+51B2(3,4),U+76C5(3),U+885D(3,4),U+794C(3,4),U+8876(3,4)

U+6D7A(0);U+6D7A(0);

U+76C5(0);U+76C5(5);

U+6C96(3),U+51B2(1,3,4),U+794C(3,4),U+885D(1,3,4),U+8876(3,4)

U+794C(0);U+51B2(3);

U+51B2(3),U+6C96(3,4),U+885D(1,3,4),U+8876(3,4),U+76C5(3,4)

U+885D(0);U+51B2(1,3);

U+51B2(1,3),U+6C96(3,4),U+794C(1,3,4),U+8876(1,3,4),U+76C5(1,3,4)

U+8876(0);U+51B2(4);

U+51B2(4),U+6C96(3,4),U+794C(3,4),U+885D(1,3,4),U+76C5(3,4)

中国では「衝」の簡化字に「冲」を当てるため、「衝」と「沖」が異体字関係になってしまって
いるが、日本では「衝」と「沖」は全くの別字である。一方、日本では「沖」と「 」が異体字関
係にあるが、中国では「 」は別字となっている。これらの異体字関係については、日本・中国の
双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だけを残すべきだろう。



3.1.7 「征」と「徴」

日
本

005920(U+4F42) -> 113910(U+5F81)

095520(U+5FB4) -> 115660(U+5FB5)

108160(U+2231B) -> 439070(U+2848C)

115300(U+5FB0) -> 113910(U+5F81)

115660(U+5FB5) -> 115620(U+5FB4)

148470(U+22F60) -> 115660(U+5FB5)

148480(U+22F61) -> 115660(U+5FB5)

149540(U+22FB7) -> 115660(U+5FB5)

439070(U+2848C) -> 113910(U+5F81)

中
国

U+4F42(0);U+4F42(0);

U+5F81(0);U+5F81(1,3);U+5FB4(4),U+5FB5(1,3,4)

U+5FB4(0);U+5F81(4);U+5F81(4),U+5FB5(4)

U+5FB5(0);U+5FB5(0),U+5F81(1,3);U+5F81(1,3),U+5FB4(4)

中国では「徵」の簡化字に「征」を当てるため、「徴」と「征」が異体字関係になってしまって
いるが、日本では「徴」と「征」は全くの別字である。一方、日本では「征」と「 」が異体字関
係にあるが、中国では「 」は別字となっている。これらの異体字関係については、日本・中国の
双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だけを残すべきだろう。

3.1.8 「壇」と「罎」

日
本

062270(U+2B760) -> 063240(U+58C7)

062650(U+58B0) -> 063980(U+58DC)

062810(U+58B5) -> 063980(U+58DC)

242490(U+24BA6) -> 063980(U+58DC)

314890(U+7F48) -> 063980(U+58DC)

315010(U+7F4E) -> 063980(U+58DC)

中
国

U+575B(0);U+575B(1,3);U+58C7(1,3),U+7F48(4),U+7F4E(1,3)

U+58B0(0);U+58B0(0);

U+58C7(0);U+575B(1,3);U+575B(1,3),U+7F4E(4),U+7F48(1,3,4)

U+7F48(0);U+575B(4);U+575B(4),U+58C7(1,3,4),U+7F4E(1,3,4)

U+7F4E(0);U+575B(1,3);U+575B(1,3),U+58C7(4),U+7F48(1,3,4)



日本としては、「壇」と「罎」が「 」を介して異体字となるのは、いくらなんでも困る。一方、
中国は「罎」と「 」を別字だとみなしているが、日本では「壜」を介して異体字関係にある。こ
れらの異体字関係については、日本・中国の双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だ
けを残すべきだろう。

3.1.9 「 」と「沈」と「瀋」

日
本

194310(U+6C89) -> 194300(U+6C88)

209610(U+700B)

446490(U+90A5) -> 194300(U+6C88)

中
国

U+6C88(0);U+6C88(1);U+6C89(3),U+6E16(4),U+700B(1,3)

U+6C89(0);U+6C89(5);U+6C88(3),U+6E16(3,4),U+700B(1,3)

U+6E16(0);U+6C88(4);U+6C88(4),U+700B(4),U+6C89(3,4)

U+700B(0);U+6C88(1);U+6C88(1),U+6E16(4),U+6C89(1,3)

U+90A5(0);U+90A5(0);

中国では「瀋」の簡化字に「沈」を当てるため、「瀋」と「沈」が異体字関係になってしまって
いるが、日本では「瀋」と「沈」は全くの別字である。一方、日本では「沈」と「 」が異体字関
係にあるが、中国では「 」は別字となっている。これらの異体字関係については、日本・中国の
双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だけを残すべきだろう。



3.1.10 「舍」と「捨」

日
本

044340(U+5565) -> 338040(U+820D)

137010(U+6368)

338040(U+820D) -> 338050(U+820E)

338580(U+269F6) -> 338040(U+820D)

中
国

U+5565(0);U+5565(5);

U+6368(0);U+820D(1,3);U+820D(1,3),U+820E(1,3,4)

U+820D(0);U+820D(1,3);U+6368(1,3,4),U+820E(4)

U+820E(0);U+820D(4);U+820D(4),U+6368(0,1,3,4)

中国では「捨」の簡化字に「舍」を当てるため、「捨」と「舎」が異体字関係になってしまって
いるが、日本では「捨」と「舎」は全くの別字である。一方、日本では「舍」と「 」が異体字関
係にあるが、中国では「 」は別字となっている。これらの異体字関係については、日本・中国の
双方が譲って、もう少し簡潔な最低限の異体字関係だけを残すべきだろう。

3.2 日本の異体字が中国では異体字でない場合
3.2.1 「豫」と「予」

日
本

002960(U+2011B) -> 413350(U+8C6B)

002970(U+2011D) -> 413350(U+8C6B)

413350(U+8C6B) -> 002750(U+4E88)

中
国

U+4E88(0);U+4E88(5);

U+8C6B(0);U+8C6B(5);

中国では「予」と「豫」は別字だが、日本の常用漢字では、「豫」の簡易字体を「予」だとしてい
る。ただ、日本としては、あえて中国のために「予」と「豫」を切り離してあげてもいいと思う。



3.2.2 「傳」と「伝」と「傅」

日
本

010800(U+2B74A) -> 011940(U+50B3)

010990(U+5085) -> 005550(U+4F1D)

010990(U+5085) -> 011940(U+50B3)

011940(U+50B3) -> 005550(U+4F1D)

中
国

U+4F1D(0);U+4F1D(0);

U+4F20(0);U+4F20(1,3);U+50B3(1,3)

U+5085(0);U+5085(5);

U+50B3(0);U+4F20(1,3);U+4F20(1,3)

日本の戸籍統一文字では、「傳」と「伝」と「傅」を異体字だとしている。しかし中国は、これ
らを別字とみなしている。ここは日本としては譲りしろで、「傳」と「伝」と「傅」を、中国のた
めに全て切り離してあげてもいいような気がする。

3.2.3 「欠」と「缺」

日
本

004980(U+3438) -> 181640(U+6B20)

068390(U+21647) -> 314300(U+7F3A)

182940(U+238D3) -> 181640(U+6B20)

314290(U+7F3C) -> 314300(U+7F3A)

314300(U+7F3A) -> 181640(U+6B20)

314390(U+2622B) -> 314300(U+7F3A)

386330(U+275AB) -> 314300(U+7F3A)

中
国

U+6B20(0);U+6B20(5);

U+7F3A(0);U+7F3A(5);

中国では「欠」と「缺」は別字だが、日本の常用漢字では、「缺」の簡易字体を「欠」だとしてい
る。ただ、日本としては、あえて中国のために「欠」と「缺」を切り離してあげてもいいと思う。



3.2.4 「売」と「壳」

日
本

064670(U+58F3) -> 064660(U+58F2)

064680(U+58F3) -> 188680(U+6BBB)

064680(U+58F3) -> 188770(U+6BBC)

188510(U+3C7F) -> 188770(U+6BBC)

188770(U+6BBC) -> 188680(U+6BBB)

417670(U+8CE3) -> 064660(U+58F2)

418420(U+27DD3) -> 417670(U+8CE3)

418650(U+27DE8) -> 417670(U+8CE3)

418730(U+27DF5) -> 417670(U+8CE3)

443760(U+285A3) -> 188770(U+6BBC)

中
国

U+5356(0);U+5356(1,3);U+58F2(4),U+8CE3(1,3)

U+58F2(0);U+5356(4);U+5356(4),U+8CE3(4)

U+58F3(0);U+58F3(1,3);U+6BBB(1,3),U+6BBC(4)

U+6BBB(0);U+58F3(1,3);U+58F3(1,3),U+6BBC(3)

U+6BBC(0);U+58F3(4);U+58F3(4),U+6BBB(3)

U+8CE3(0);U+5356(1,3);U+5356(1,3),U+58F2(4)

Unicodeでは「 」と「壳」とが、同じU+58F3に統合されている (下図)。一方、日本の戸籍統
一文字では、064670「 」が「売」の異体字として、064680「壳」が「殻」や「殼」の異体字とし
て、それぞれ扱われている。この結果、中国側から見ると、「賣」の異体字関係と、「殼」の異体字
関係とが、妙な形で繫がってしまうことになる。これは、中国側には納得がいかないだろう。

3.3 中国の異体字が日本では異体字でない場合
3.3.1 「云」と「雲」

日
本

003080(U+4E91)

336010(U+26906) -> 478950(U+96F2)

中
国

U+4E91(0);U+4E91(1,3);U+96F2(1,3,4)

U+96F2(0);U+4E91(1,3);U+4E91(1,3)



中国では「雲」の簡化字に「云」を当てているが、日本では「雲」と「云」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.2 「發」と「髮」

日
本

222410(U+24565) -> 514120(U+9AEE)

253860(U+767C) -> 253790(U+767A)

253890(U+24F32) -> 253860(U+767C)

408150(U+27B0B) -> 253860(U+767C)

466970(U+28C73) -> 514120(U+9AEE)

491260(U+2945B) -> 514120(U+9AEE)

491630(U+29471) -> 514120(U+9AEE)

504620(U+29815) -> 514120(U+9AEE)

504690(U+29816) -> 514120(U+9AEE)

513930(U+29B03) -> 514120(U+9AEE)

514120(U+9AEE) -> 514000(U+9AEA)

中
国

U+53D1(0);U+53D1(1,3);U+5F42(4),U+767C(1,3),U+9AEA(4),U+9AEE(1,3)

U+5F42(0);U+53D1(4);U+53D1(4),U+767C(4),U+9AEA(4),U+9AEE(1,3,4)

U+767C(0);U+53D1(1,3);U+53D1(1,3),U+5F42(4),U+9AEA(1,3,4),U+9AEE(1,3)

U+9AEA(0);U+53D1(4);U+53D1(4),U+9AEE(4),U+5F42(4),U+767C(1,3,4)

U+9AEE(0);U+53D1(1,3);U+53D1(1,3),U+9AEA(4),U+5F42(1,3,4),U+767C(1,3)

「發」の異体字関係と、「髮」の異体字関係とが、中国の簡化字である「 」を介して、ゴチャ
マゼになってしまっている。日本側としては、「発」と「髪」は全くの別字であり、これらが異体
字になるようなやり方は絶対に許さない、という態度で臨むしかないだろう。



3.3.3 「了」と「暸」と「瞭」

日
本

002690(U+4E86)

159510(U+66B8)

264910(U+77AD)

中
国

U+4E86(0);U+4E86(1,3);U+66B8(7),U+77AD(1,3,4)

U+66B8(0);U+4E86(7);U+4E86(7),U+77AD(1,3,4,7)

U+77AD(0);U+77AD(0),U+4E86(1,3);U+4E86(1,3),U+66B8(1,3,4,7)

中国では「了」と「暸」と「瞭」を異体字だとみなしているが、実は中国でも、この異体字関係
には議論があって、最近∗は「了」と「瞭」を別字とみなしている。一方、日本では「了」と「暸」
と「瞭」を全くの別字だとみなしているので、日本の考え方をできれば国際的にも採用してもらえ
るように、日本側としては働きかけていくべきだろう。

3.3.4 「价」と「價」と「価」

日
本

006340(U+201F4) -> 005080(U+4EF7)

007630(U+3458) -> 005080(U+4EF7)

013530(U+50F9) -> 007390(U+4FA1)

中
国

U+4EF7(0);U+4EF7(1,3);U+4FA1(4),U+50F9(1,3)

U+4FA1(0);U+4EF7(4);U+4EF7(4),U+50F9(8,9)

U+50F9(0);U+4EF7(1,3);U+4EF7(1,3),U+4FA1(8,9)

日本の常用漢字では、「價」の簡易字体を「価」としている。一方、中国では「價」の簡化字に
「价」を当てている。落としどころが多少むずかしい気もするが、日本と中国の両方で議論する必
要はあるだろう。

∗『通用規範漢字表』(国家語言文字工作委員会、2013年 6月 5日)



3.3.5 「只」と「 」と「隻」

日
本

037810(U+20BA1) -> 037630(U+53EA)

388160(U+8879)

388980(U+2764B) -> 037630(U+53EA)

475840(U+28F8F) -> 036900(U+96BB)

中
国

U+53EA(0);U+53EA(1,3);U+8879(1),U+96BB(1,3,4)

U+8879(0);U+53EA(1);U+53EA(1),U+96BB(1,3,4)

U+96BB(0);U+53EA(1,3);U+53EA(1,3),U+8879(1,3,4)

日本では「只」と「 」と「隻」は別字だが、中国では全て簡化字の「只」を当てている。ただ
それは、中国での発音がたまたま一致しているだけであって、日本側としては納得のいかない異体
字関係である。「只」と「 」と「隻」が、国際的には別字とみなされるよう、日本としては働き
かけていくべきだろう。

3.3.6 「丑」と「醜」

日
本

000330(U+4E12) -> 000290(U+4E11)

000510(U+200E0) -> 000290(U+4E11)

519130(U+29CFA) -> 519610(U+9B57)

519610(U+9B57) -> 518600(U+919C)

中
国

U+4E11(0);U+4E11(1,3);U+919C(1,3,4)

U+919C(0);U+4E11(1,3);U+4E11(1,3)

中国では「醜」の簡化字に「丑」を当てているが、日本では「醜」と「丑」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。



3.3.7 「坂」と「阪」
日
本

089830(U+5C85) -> 056070(U+5742)

472270(U+20B54) -> 471470(U+962A)

中
国

U+5742(0);U+5742(5);U+962A(3)

U+962A(0);U+962A(5);U+5742(3)

「坂」と「阪」は、歴史的には異体字関係にあるのかもしれないが、日本の常用漢字の立場から
は、別字として扱いたい。ただ、そのような日本の立場を、どこまでうまく中国側に理解してもら
えるかが、問題である。

3.3.8 「歴」と「暦」

日
本

034620(U+53A4) -> 159740(U+66C6)

034880(U+53AF) -> 159740(U+66C6)

097700(U+21FCC) -> 185520(U+6B77)

106790(U+22286) -> 185520(U+6B77)

109200(U+22377) -> 159740(U+66C6)

159740(U+66C6) -> 158980(U+66A6)

185520(U+6B77) -> 185420(U+6B74)

中
国

U+5386(0);U+5386(1,3);

U+53A4(4),U+66A6(4),U+66C6(1,3),U+6B74(2,3),U+6B77(1,3,4)

U+53A4(0);U+5386(4);

U+5386(4),U+66A6(4),U+66C6(1,3,4),U+6B74(2,3,4),U+6B77(1,3,4)

U+66A6(0);U+5386(4);

U+5386(4),U+66C6(4),U+53A4(4),U+6B74(2,3,4),U+6B77(1,3,4)

U+66C6(0);U+5386(1,3);

U+5386(1,3),U+66A6(4),U+6B77(3,4),U+53A4(1,3,4),U+6B74(1,2,3)

U+6B74(0);U+5386(2,3);

U+5386(2,3),U+6B77(2,3),U+53A4(2,3,4),U+66A6(2,3,4),U+66C6(1,2,3)

U+6B77(0);U+5386(1,3);

U+5386(1,3),U+66C6(3,4),U+6B74(2,3),U+53A4(1,3,4),U+66A6(1,3,4)



「歴」の異体字関係と、「暦」の異体字関係とが、中国の簡化字である「 」を介して、ゴチャ
マゼになってしまっている。「歴」と「暦」は、しばしば交替が起こるものの、日本では別字とし
て扱うのが妥当である。日本の考え方を国際的にも採用してもらえるよう、日本側としては働きか
けていくべきだろう。

3.3.9 「叶」と「葉」

日
本

037770(U+53F6)

349230(U+26C27) -> 353780(U+8449)

350280(U+26BE7) -> 353780(U+8449)

352990(U+2B7D2) -> 352210(U+8449)

357660(U+26DAB) -> 353780(U+8449)

中
国

U+53F6(0);U+53F6(1,3);U+8449(1,3,4)

U+8449(0);U+53F6(1,3);U+53F6(1,3)

中国では「葉」の簡化字に「叶」を当てているが、日本では「葉」と「叶」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.10 「谷」と「穀」

日
本

090150(U+21D7E) -> 410740(U+8C37)

279670(U+2577B) -> 282340(U+7A40)

302570(U+7CD3) -> 281930(U+7A40)

中
国

U+7A40(0);U+8C37(1,3);U+8C37(1,3)

U+8C37(0);U+8C37(1,3);U+7A40(1,3,4)

中国では「穀」の簡化字に「谷」を当てているが、日本では「穀」と「谷」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。



3.3.11 「里」と「裏」と「裡」

日
本

389910(U+88E1)

390960(U+2B7DA) -> 390200(U+88CF)

455440(U+91CC)

中
国

U+88CF(0);U+91CC(1,3);U+88E1(2,3),U+91CC(1,3)

U+88E1(0);U+91CC(4);U+88CF(2,3),U+91CC(4)

U+91CC(0);U+91CC(1,3,4);U+88CF(1,3,4),U+88E1(4)

中国では、「裏」や「裡」の簡化字に「里」を当てている。一方、日本では、「裏」と「里」はも
ちろん別字だし、「裡」も人名用漢字としては別字扱いである。せめて「里」だけでも、国際的に
は独立字として扱ってもらえるよう、日本側は働きかけるべきだろう。

3.3.12 「埼」と「崎」と「碕」

日
本

059360(U+57FC)

093300(U+37E2) -> 092550(U+5D0E)

094140(U+5D5C) -> 092550(U+5D0E)

094190(U+FA11) -> 092550(U+5D0E)

096110(U+21F0B) -> 092550(U+5D0E)

272090(U+2550E) -> 271300(U+7895)

中
国

U+57FC(0);U+5D0E(7);U+5D0E(7),U+7895(3)

U+5D0E(0);U+5D0E(5);U+57FC(7),U+7895(7)

U+7895(0);U+5D0E(7);U+57FC(3),U+5D0E(7)



「埼」と「崎」と「碕」は、歴史的には異体字関係にあるのかもしれないが、日本の人名用漢字
の立場からは、別字として扱いたい。ただ、そのような日本の立場を、どこまでうまく中国側に理
解してもらえるかが、問題である。

3.3.13 「並」と「併」と「并」

日
本

000820(U+4E26) -> 288130(U+7ADD)

008820(U+5002) -> 006740(U+4F75)

009730(U+202A7) -> 000830(U+4E26)

011420(U+50A1) -> 000830(U+4E26)

103730(U+5E76) -> 103820(U+5E77)

103890(U+22199) -> 103820(U+5E77)

288130(U+7ADD) -> 000830(U+4E26)

中
国

U+4E26(0);U+5E76(2);U+4F75(3),U+5E76(2),U+7ADD(3),U+5002(3),U+5E77(2,3,4)

U+4F75(0);U+5E76(2);U+4E26(3),U+5002(3),U+5E76(2),U+7ADD(3),U+5E77(2,3,4)

U+5002(0);U+5E76(4);U+4F75(3),U+5E76(4),U+4E26(0,3),U+7ADD(3),U+5E77(2,3,4)

U+5E76(0);U+5E76(4);U+4E26(2),U+4F75(2),U+5002(4),U+5E77(3,4),U+7ADD(2)

U+5E77(0);U+5E76(4);

U+5E76(4),U+4E26(0,2,3,4),U+4F75(2,3,4),U+7ADD(2,3,4),U+5002(2,3,4)

U+7ADD(0);U+5E76(2);U+4E26(3),U+5E76(2),U+4F75(3),U+5002(3),U+5E77(2,3,4)

日本の常用漢字では、「並」と「併」は別字だとみなされており、同時に「并」も別字としてい
る。一方、中国では、「並」や「併」の簡化字に「并」を当てる。ここは中国に譲ってもらって、国
際的には「並」と「併」と「并」を別字として扱いたいところだ。

3.3.14 「跡」と「蹟」

日
本

231910(U+3E93) -> 428120(U+8E5F)

425290(U+47F1) -> 439640(U+8FF9)

439160(U+2848F) -> 439640(U+8FF9)

439640(U+8FF9) -> 424720(U+8DE1)

439650(U+284AA) -> 439640(U+8FF9)

中
国

U+8DE1(0);U+8FF9(2,3);U+8E5F(4),U+8FF9(2,3)

U+8E5F(0);U+8FF9(2,3);U+8DE1(4),U+8FF9(2,3)

U+8FF9(0);U+8FF9(5);U+8DE1(2,3),U+8E5F(2,3)



日本の人名用漢字では、「跡」と「蹟」は別字だとみなされている。一方、中国では「跡」と「蹟」
の簡化字に「迹」を当てる。多少、ややこしい関係ではあるが、日本側としては、何とか「蹟」だ
けでも別字あつかいにしたいところだ。

3.3.15 「郁」と「鬱」

日
本

181470(U+6B1D) -> 516910(U+9B31)

181560(U+23878) -> 516910(U+9B31)

314930(U+2625A) -> 516910(U+9B31)

315000(U+26260) -> 516910(U+9B31)

371520(U+4587) -> 516910(U+9B31)

448840(U+286BC) -> 447090(U+90C1)

516890(U+9B30) -> 516910(U+9B31)

中
国

U+6B1D(0);U+90C1(2,3);U+90C1(2,3),U+9B31(2,3),U+9B30(2,3,4)

U+90C1(0);U+90C1(1,3);U+6B1D(2,3),U+9B30(4),U+9B31(1,3)

U+9B30(0);U+90C1(4);U+90C1(4),U+9B31(2,3),U+6B1D(0,2,3,4)

U+9B31(0);U+90C1(1,3);U+6B1D(2,3),U+90C1(1,3),U+9B30(2,3)

中国では「鬱」の簡化字に「郁」を当てているが、それは、中国での発音がたまたま一致してい
るだけであって、日本では「鬱」と「郁」は全くの別字である。少なくとも「郁」が国際的には独
立字となるよう、日本としては働きかけていくべきだろう。



3.3.16 「仆」と「僕」

日
本

013620(U+3492) -> 012770(U+50D5)

115910(U+22583) -> 012770(U+50D5)

335800(U+4451) -> 012770(U+50D5)

367540(U+27038) -> 012770(U+50D5)

421300(U+27EF3) -> 004380(U+4EC6)

中
国

U+4EC6(0);U+4EC6(1,3);U+50D5(1,3)

U+50D5(0);U+4EC6(1,3);U+4EC6(1,3)

中国では「僕」の簡化字に「仆」を当てているが、日本では「僕」と「仆」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.17 「朴」と「樸」
日
本

177540(U+6A8F) -> 175610(U+6A38)

179640(U+2379E) -> 162450(U+6734)

中
国

U+6734(0);U+6734(1,3);U+6A38(1,3)

U+6A38(0);U+6734(1,3);U+6734(1,3)

中国では「樸」の簡化字に「朴」を当てているが、日本では「樸」と「朴」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.18 「几」と「幾」

日
本

020580(U+51E0)

020950(U+221BB) -> 104240(U+5E7E)

104110(U+221BC) -> 104240(U+5E7E)

104270(U+386C) -> 104240(U+5E7E)

444330(U+285C2) -> 104240(U+5E7E)

中
国

U+51E0(0);U+51E0(1,3);U+5E7E(1,3)

U+5E7E(0);U+51E0(1,3);U+51E0(1,3)



中国では「幾」の簡化字に「几」を当てているが、日本では「幾」と「几」は全くの別字である。
ここは中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.19 「飢」と「饑」
日
本

498300(U+98E2) -> 498720(U+2969A)

498480(U+2968E) -> 498240(U+98E2)

498720(U+2969A) -> 499110(U+296AC)

503420(U+9951)

中
国

U+98E2(0);U+9965(1);U+9951(3,4),U+9965(1)

U+9951(0);U+9965(1,3);U+98E2(3,4),U+9965(1,3)

U+9965(0);U+9965(1,3);U+98E2(1),U+9951(1,3)

「飢」と「饑」は全くの別字なのに、たまたま中国では、いずれも簡化字が「 」になってしま
う。日本側としては、「飢」と「饑」は全くの別字であり、これらが異体字になるようなやり方は
絶対に許さない、という態度で臨むしかないだろう。

3.3.20 「机」と「機」
日
本

162520(U+673A)

176260(U+6A5F)

中
国

U+673A(0);U+673A(1,3);U+6A5F(1,3)

U+6A5F(0);U+673A(1,3);U+673A(1,3)



中国では「機」の簡化字に「机」を当てているが、日本では「機」と「机」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.21 「板」と「闆」
日
本

163520(U+677F)

469910(U+95C6)

中
国

U+677F(0);U+677F(1,3);U+95C6(1,3)

U+95C6(0);U+677F(1,3);U+677F(1,3)

中国では「闆」の簡化字に「板」を当てているが、日本では「闆」と「板」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.22 「筑」と「築」

日
本

205670(U+23F46) -> 290810(U+7B51)

291050(U+25B3E) -> 290810(U+7B51)

291810(U+25B70) -> 294020(U+7BC9)

293830(U+25BF9) -> 294020(U+7BC9)

294720(U+25C3A) -> 294020(U+7BC9)

295780(U+25C92) -> 294020(U+7BC9)

297050(U+25D00) -> 294020(U+7BC9)

298080(U+25D6D) -> 294020(U+7BC9)

中
国

U+7B51(0);U+7B51(1,3);U+7BC9(1,3)

U+7BC9(0);U+7B51(1,3);U+7B51(1,3)

中国では「築」の簡化字に「筑」を当てているが、日本では「築」と「筑」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。



3.3.23 「后」と「後」

日
本

038220(U+540E)

114820(U+2250F) -> 114130(U+5F8C)

439540(U+284A5) -> 114130(U+5F8C)

中
国

U+540E(0);U+540E(1,3);U+5F8C(1,3,4)

U+5F8C(0);U+540E(1,3);U+540E(1,3)

中国では「後」の簡化字に「后」を当てている。日本でも「午后」を「午後」に通用させる場合
はあるものの、常用漢字の立場としては、「后」と「後」は別字である。ここは中国に譲ってもらっ
て、国際的には別字として扱いたいところだ。

3.3.24 「折」と「摺」
日
本

141790(U+647A)

151940(U+3ABF) -> 133770(U+6298)

151970(U+2309F) -> 133770(U+6298)

152190(U+230B2) -> 151970(U+2309F)

152270(U+230B9) -> 133770(U+6298)

276550(U+230AB) -> 133770(U+6298)

中
国

U+6298(0);U+6298(1,3);U+647A(1,3,4)

U+647A(0);U+647A(0),U+6298(1,3);U+6298(1,3)

中国では「摺」の簡化字に「折」を当てているが、日本では「摺」と「折」は別字である。ここ
は中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。



3.3.25 「合」と「閤」

日
本

038110(U+5408)

147470(U+6546)

468740(U+95A4)

中
国

U+5408(0);U+5408(1,3);U+6546(3),U+95A4(1,3)

U+6546(0);U+5408(3);U+5408(3),U+95A4(1,3)

U+95A4(0);U+5408(1,3);U+5408(1,3),U+6546(1,3)

中国では「閤」の簡化字に「合」を当てているが、日本では「閤」と「合」は別字である。「 」
をどうするかは悩ましいところだが、少なくとも「閤」は、国際的には別字として扱いたい。

3.3.26 「制」と「製」

日
本

022540(U+206D0) -> 022940(U+5236)

023300(U+206EF) -> 023550(U+20714)

023550(U+20714) -> 022940(U+5236)

024320(U+20741) -> 022940(U+5236)

024550(U+20766) -> 022940(U+5236)

141900(U+22CD0) -> 022940(U+5236)

390730(U+276B3) -> 391060(U+88FD)

中
国

U+5236(0);U+5236(1,3);U+88FD(1,3,4)

U+88FD(0);U+5236(1,3);U+5236(1,3)

中国では「製」の簡化字に「制」を当てているが、日本の常用漢字の立場としては、「製」と「制」
は別字である。ここは中国に譲ってもらって、国際的には別字として扱いたいところだ。



3.3.27 「脩」と「修」

日
本

008380(U+4FE2) -> 008570(U+4FEE)

114850(U+2251C) -> 008570(U+4FEE)

329770(U+202DB) -> 329440(U+8129)

中
国

U+4FEE(0);U+4FEE(5);U+8129(2,3)

U+8129(0);U+8129(3);U+4FEE(2,3)

「脩」と「修」は、中国では異体字として扱われているものの、日本の人名用漢字の立場からは
別字としたい。そのような日本の立場を、どこまでうまく中国側に理解してもらえるかが、問題で
ある。

3.3.28 「系」と「係」と「繫」

日
本

007880(U+4FC2)

100060(U+22074) -> 304300(U+7CFB)

189470(U+23AE6) -> 304300(U+7CFB)

310260(U+7E18) -> 312300(U+7E6B)

310550(U+260DF) -> 304300(U+7CFB)

311510(U+7E4B) -> 312300(U+7E6B)

中
国

U+4FC2(0);U+7CFB(1,3);U+7CFB(1,3),U+7E6B(1,3,4)

U+7CFB(0);U+7CFB(1,3);U+4FC2(1,3,4),U+7E6B(1,3,4)

U+7E6B(0);U+7CFB(1,3);U+7CFB(1,3),U+4FC2(0,1,3,4)

中国では「係」や「繫」の簡化字に「系」を当てているが、日本の常用漢字や人名用漢字の立場
としては、「系」と「係」と「繫」は互いに別字である。ここは中国に譲ってもらって、国際的に
は別字として扱いたいところだ。



3.3.29 「据」と「據」

日
本

137140(U+636E)

142060(U+3A40) -> 144020(U+64DA)

144020(U+64DA) -> 134700(U+62E0)

144610(U+22DDB) -> 144020(U+64DA)

中
国

U+62E0(0);U+636E(3);U+636E(3),U+64DA(3)

U+636E(0);U+636E(1,3);U+62E0(3),U+64DA(1,3)

U+64DA(0);U+636E(1,3);U+62E0(3),U+636E(1,3)

中国では「據」の簡化字に「据」を当てているが、日本では「據」と「据」は別字である。少な
くとも「据」が国際的には独立字となるよう、日本としては働きかけていくべきだろう。

3.3.30 「曲」と「麴」

日
本

021630(U+20696) -> 154520(U+66F2)

540070(U+2A2FC) -> 541090(U+9EB4)

540390(U+9EB9)

540490(U+2A317) -> 541090(U+9EB4)

540630(U+9EAF) -> 541090(U+9EB4)

540670(U+2A32C) -> 541090(U+9EB4)

541260(U+2A35A) -> 541090(U+9EB4)

中
国

U+66F2(0);U+66F2(1,3,4);U+9EAF(1,3),U+9EB4(4)

U+9EAF(0);U+66F2(1,3);U+66F2(1,3),U+9EB4(1,3,4)

U+9EB4(0);U+66F2(4);U+66F2(4),U+9EAF(1,3,4)



中国では「麴」や「麯」の簡化字に「曲」を当てているが、日本では「麴」と「曲」は全くの別字
である。少なくとも「曲」が国際的には独立字となるよう、日本としては働きかけていくべきだろ
う。ただ、この際にヤヤコシイのが「麹」であり、日本・中国ともにどういうわけか独立字となっ
ていて、「麴」との異体字関係がない。日本の戸籍統一文字では、「麹」と「麴」は異体字として扱
われているのだが、「麹」も戸籍の氏に用いることのできる俗字†とされており、「麴」との間で「親
字・正字」の関係にはないことになっている。日本の戸籍統一文字の特殊事情なのだが、これを国
際的な異体字関係にどのように反映させていくべきかは、頭の痛いところである。

4 おわりに
国際化ドメイン名における漢字の扱いを、特にトップレベルドメインについて決定すべく、日本

の異体字関係と中国の異体字関係を比較してみた。日本の異体字関係としては、とりあえず、戸籍
統一文字における「親字・正字」を元にしてみた。戸籍統一文字における「親字・正字」は、もち
ろん国際化ドメイン名とは無関係に運用されているものなので、何がしかの取捨選択が必要なのは
間違いないようだ。あるいは、入国管理局正字‡における置き換えルール§を、日本の異体字関係に
含めるべきかもしれないが、これについても、別途、考察が必要だろう。
本稿では、日本の異体字関係と中国の異体字関係に限って考察したが、今後、韓国の異体字関係

も問題になる可能性がある。韓国が漢字に関して、どのような異体字関係を提案してくるのかこ
ないのか、現時点では全く不明だが、たとえば、韓国の人名用漢字表¶では、「堺」が「界」の異体
字とみなされており (下図)、日本側としては注意を要する。国際化ドメイン名に関しては、中国の
動きだけでなく、韓国の動きについても、日本側は常に注意を払わなければならないということで
ある。

†「氏又は名の記載に用いる文字の取扱いに関する通達等の整理について」の一部改正について (平成 22年 11月 30
日法務省民一第 2903号民事局長通達)

‡http://lapse-immi.moj.go.jp:50122/
§『在留カード等に係る漢字氏名の表記等に関する告示』(平成 23年 12月 26日法務省告示第 582号)
¶http://www.scourt.go.kr/ICSFiles/afieldfile/2010/02/26/name.pdf


